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中
世
に
御
霊
が
怨
霊
の
活
動
に
よ
っ
て

疫
病
が
流
行
す
る
と
考
え
た
御ご

り
ょ
う
し
ん
こ
う

霊
信
仰

も
あ
り
ま
し
た
。

　し
か
し
大
宝
の
神じ

ん
ぎ
り
ょ
う

祇
令
に
は
鎮ち
ん
か花

祭さ
い

の
名
が
見
ら
れ
、
春
の
花
の
散
る
頃
、

流
行
病
の
は
や
る
の
は
疫
病
が
花
び
ら

に
付
い
て
飛
散
す
る
か
ら
で
あ
る
と
考

え
、
こ
れ
を
鎮
め
る
た
め
の
鎮
花
祭
が

執
行
さ
れ
ま
し
た
。道

み
ち
あ
え
の
ま
つ
り

饗
祭
も
ま
た
同

じ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

 

鎮
花
祭

　当
社
で
は
四
月
十
五
日
に
薬
を
お
供

え
し
、
桜
花
を
献
じ
て
鎮
花
祭
を
ご
奉

仕
し
て
お
り
ま
す
が
、
鎮
花
祭
の
発
祥

は
奈
良
県
の
大お

お
み
わ
じ
ん
じ
ゃ

神
神
社
で
、
崇
神
天
皇

（
十
代
）
の
頃
、今
か
ら
約
二
千
百
年
以

上
も
前
に
な
り
ま
す
が
、
各
地
で
疫
病

が
流
行
し
、
天
皇
が
心
配
し
て
い
る
と
、

夢
に
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト
が
現
れ

て
、
自
分
を
祀
れ
ば
疫
病
が
お
さ
ま
る

と
告
げ
ら
れ
た
の
で
、
崇
神
天
皇
が
大

物
主
神
の
子
で
あ
る
「
大お

お
た
た
ね
こ

田
根
子
」
を

し
て
大
神
神
社
に
祀
っ
た
と
い
う
話

が
「
古
事
記
」
に
み
え
ま
す
が
、
こ
れ

が
鎮
花
祭
の
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
、
現

　
　

 

は
じ
め
に

　物
事
は
「
先さ
き

の
お
し
え
」
で
あ
り
ま

す
。先
（
前
）
と
は
過
去
の
こ
と
を
指
す

場
合
と
こ
れ
か
ら
の
こ
と
が
ら
を
云
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　私
た
ち
は
古
き
文
献
を
教
訓
と
し
て

今
を
生
き
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
へ

の
指
針
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　日
本
全
国
ど
こ
ろ
か
、
世
界
中
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
に
よ
り
残

念
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
る
方
々
が
増

え
て
い
ま
す
。古
来
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

私
た
ち
人
間
に
疫
病
を
患
わ
せ
、
社
会

の
平
和
や
進
歩
を
さ
ま
た
げ
る
悪
神
、

（
枉ま

が

津つ

日ひ
か
み神
）
と
し
て
疫
神
（「
え
き
じ

ん
」と
も「
や
く
じ
ん
」と
も
言
い
ま
す

が
）
厄
病
神
が
あ
り
ま
す
。文
献
に
は

宮
司

　村
山 

和
臣
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神
々
に
祈
り
を
さ
さ
げ
、
大
難
を
小
難

に
小
難
を
無
難
に
願
い
を
込
め
て
生
き

て
来
ま
し
た
。

　又
、
ウ
ィ
ル
ス
に
し
て
も
、
牛
の
口

蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
豚
コ
レ

ラ
な
ど
の
家
畜
被
害
に
も
対
応
し
て
き

ま
し
た
。人
々
は
折
々
に
酷き

び

し
い
禍
ま
が
つ
か
み神

の
枉ま

が
ご
と事
や
荒す
さ

び
に
対
し
て
も
災
い
を

試
練
と
受
け
止
め
神
々
に
「
い
の
り
」

共
々
に
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
創
造
を

基
に
生
き
て
来
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
神
々
に
希
望
と
勇
気
を

い
た
だ
き
、
災
厄
を
克
服
し
、
人
々
が

共
に
生
き
、
共
に
進
み
、
助
け
合
い
な

が
ら
地
球
環
境
を
考
え
、
平
穏
無
事
を

祈
り
、
平
和
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

　こ
の
ウ
ィ
ル
ス
事
件
で
全
て
が
自
粛

の
流
れ
の
中
で「
神
ま
つ
り
」や「
神
賑

い
」
も
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
件

が
終
息
し
普
段
の
生
活
に
戻
っ
た
時
に

は
感
謝
の
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
、
盛
大

に
神
賑
を
催
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（四
月
十
五
日
記
）

在
で
は
四
月
十
八
日
に
ご
奉
仕
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

 

伝
染
病

　伝
染
病
の
歴
史
を
見
る
と
、
六
世
紀

に
エ
ジ
プ
ト
か
ら
始
ま
り
、
十
四
世
紀

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
今
か
ら
約

二
百
年
前
の
十
九
世
紀
に
イ
ン
ド
中
国

ま
で
伝
播
し
た
「
ペ
ス
ト
」
が
あ
り
ま

す
。人
々
は
お
の
の
き
、
安
全
を
求
め

て
各
地
に
疎
開
し
、
そ
の
先
々
で
病
毒

ま
で
も
疎
開
さ
せ
て
し
ま
い
、
世
界
で

五
千
万
人
と
も
言
わ
れ
る
死
者
を
出
し

ま
し
た
。

　ま
た
今
か
ら
約
百
年
前
の
大
正
七
年

（
一
九
一
八
年
）パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
も
呼

ば
れ
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
今
で
云
う
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時

の
世
界
全
体
の
人
口
が
一
八
億
人
か
ら

二
〇
億
人
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
そ
の

う
ち
推
定
感
染
者
は
約
五
億
人
を
超
え
、

世
界
人
口
の
約
四
分
の
一
が
感
染
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
う
ち
死
者
数
は

一
、七
〇
〇
万
人
か
ら
五
、〇
〇
〇
万
人

と
も
い
わ
れ
、
一
億
人
に
達
し
た
可
能

性
も
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
人
類
史
上
最

悪
の
感
染
症
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
最
初
の
年
に
平
均
寿
命
が
約
十
二

才
も
低
下
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　第
一
波
は
大
正
七
年（
一
九
一
八
年
）

三
月
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
り
、
第
一
次
世

界
大
戦
と
共
に
五
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
。

　第
二
波
は
そ
の
年
の
秋
に
世
界
中
で

同
時
に
発
生
し
、
病
原
性
が
さ
ら
に
強

ま
り
重
篤
な
合
併
症
を
起
し
、
死
者
が

急
増
し
ま
し
た
。

　第
三
波
は
大
正
八
年（
一
九
一
九
年
）

春
か
ら
秋
に
か
け
て
流
行
し
、
医
師
、

看
護
師
の
感
染
者
が
多
く
医
療
体
制
が

崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
感
染

被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。こ
の
為
、
第

一
次
世
界
大
戦
も
終
息
を
早
め
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

 

む
す
び

　私
た
ち
は
、自
然
現
象
に
よ
る
地
震
・

津
波
・
台
風
な
ど
事
あ
る
ご
と
に
崖
崩

れ
・
風
水
害
の
対
策
に
力
を
そ
そ
ぎ
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神
々
に
祈
り
を
さ
さ
げ
、
大
難
を
小
難

に
小
難
を
無
難
に
願
い
を
込
め
て
生
き

て
来
ま
し
た
。

　又
、
ウ
ィ
ル
ス
に
し
て
も
、
牛
の
口

蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
豚
コ
レ

ラ
な
ど
の
家
畜
被
害
に
も
対
応
し
て
き

ま
し
た
。人
々
は
折
々
に
酷き

び

し
い
禍
ま
が
つ
か
み神

の
枉ま

が
ご
と事
や
荒す
さ

び
に
対
し
て
も
災
い
を

試
練
と
受
け
止
め
神
々
に
「
い
の
り
」

共
々
に
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
創
造
を

基
に
生
き
て
来
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
神
々
に
希
望
と
勇
気
を

い
た
だ
き
、
災
厄
を
克
服
し
、
人
々
が

共
に
生
き
、
共
に
進
み
、
助
け
合
い
な

が
ら
地
球
環
境
を
考
え
、
平
穏
無
事
を

祈
り
、
平
和
で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

　こ
の
ウ
ィ
ル
ス
事
件
で
全
て
が
自
粛

の
流
れ
の
中
で「
神
ま
つ
り
」や「
神
賑

い
」
も
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
件

が
終
息
し
普
段
の
生
活
に
戻
っ
た
時
に

は
感
謝
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ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
、
盛
大

に
神
賑
を
催
し
た
い
も
の
で
す
。
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十
五
日
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在
で
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四
月
十
八
日
に
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奉
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さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

 

伝
染
病

　伝
染
病
の
歴
史
を
見
る
と
、
六
世
紀

に
エ
ジ
プ
ト
か
ら
始
ま
り
、
十
四
世
紀

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
今
か
ら
約

二
百
年
前
の
十
九
世
紀
に
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ド
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で
伝
播
し
た
「
ペ
ス
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」
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り
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す
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お
の
の
き
、
安
全
を
求
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て
各
地
に
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開
し
、
そ
の
先
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で
病
毒

ま
で
も
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開
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ま
い
、
世
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で

五
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七
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八
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風
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フ
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エ
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で
あ
り
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の
世
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全
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の
人
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、
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史
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悪
の
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で
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。
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カ
合
衆
国
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
最
初
の
年
に
平
均
寿
命
が
約
十
二

才
も
低
下
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　第
一
波
は
大
正
七
年（
一
九
一
八
年
）
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月
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
り
、
第
一
次
世

界
大
戦
と
共
に
五
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
。
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波
は
そ
の
年
の
秋
に
世
界
中
で

同
時
に
発
生
し
、
病
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性
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ら
に
強

ま
り
重
篤
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併
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を
起
し
、
死
者
が

急
増
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ま
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た
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　第
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波
は
大
正
八
年（
一
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一
九
年
）

春
か
ら
秋
に
か
け
て
流
行
し
、
医
師
、

看
護
師
の
感
染
者
が
多
く
医
療
体
制
が

崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
感
染

被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。こ
の
為
、
第

一
次
世
界
大
戦
も
終
息
を
早
め
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
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。

　
　

 
む
す
び

　私
た
ち
は
、自
然
現
象
に
よ
る
地
震
・

津
波
・
台
風
な
ど
事
あ
る
ご
と
に
崖
崩

れ
・
風
水
害
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対
策
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そ
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ぎ
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②
鎮
火
祭
斎
行

　三
月
二
十
日
、春
分
の
日
防
火
防
災
を

祈
願
す
る
鎮
火
祭
と
し
て
消
防
署
関
係

者
を
は
じ
め
氏
子
自
警
団
参
列
の
も
と

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　祭
典
で
は
大
祓
詞
奏
上
の
間
、護
摩
木

が
焚
か
れ
、古
式
に
則
り
「
水
・
砂
・
芹
」

に
よって
鎮
火
の
儀
が
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

　祭
典
の
後
、白
山
比
咩
神
社
・
三
宮
町

自
警
団
に
よ
る
出
初
式
が
行
わ
れ
三
宮

町
内
の
消
火
栓
点
検
、放
水
訓
練
を
実
施
、

防
火
への
決
意
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

③
浪
速
神
楽
練
習
会
開
催

　三
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日
の
三
日

間
に
亘
り
当
社
神
職
・
舞
女
に
よ
る
浪

速
神
楽
練
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　神
職
は
龍
笛
、新
採
用
の
舞
女
二
名

は
神
楽
舞
の
基
本
か
ら
、ま
た
先
輩
舞

女
は
神
楽
舞
・
太
鼓
の
手
直
し
の
指
導

を
受
け
、最
終
日
の
奉
告
祭
・
成
果
発

表
会
で
は
、立
派
な
舞
を
ご
神
前
に
奉

納
し
ま
し
た
。

④
交
通
安
全
講
よ
り

交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
寄
贈

　去
る
四
月
三
日
、春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
六
日
よ
り
始
ま
る
こ
と
に
先
立
ち
、当
社
交

通
安
全
講
よ
り
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
三
百
本
を

鶴
来
地
区
交
通
安
全
協
会
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　御
神
前
に
て
交
通
安
全
祈
願
祭
を
斎
行

し
た
後
、贈
呈
式
を
執
り
行
な
い
、斎
主
よ
り

「
ゆ
ず
り
あ
い
　み
ん
な
が
で
き
る
　心
が
け
」

「
白
山
路

　ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
で
　交
通
安
全
」

と
書
か
れ
た
二
種
類
の
「
の
ぼ
り
旗
」
が
白
山

警
察
署
署
長
と
鶴
来
地
区
交
通
安
全
協
会
会

長
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　の
ぼ
り
旗
は
通
学
路
な
ど
に
立
て
ら
れ
、交

通
安
全
運
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

①
豊
年
講
春
季
大
祭
斎
行

　三
月
三
日
、
豊
年
使
と
し
て
手
取
川

七
ヶ
用
水
土
地
改
良
区
理
事
長
本
屋
彌

壽
夫
氏
の
ご
参
向
を
賜
り
、ま
た
手
取
川

七
ヶ
用
水
・
手
取
川
宮
竹
用
水
両
土
地

改
良
区
の
役
員
を
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じ
め
、
各
農
協
関

係
者
や
豊
年
講
世
話
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約
二
〇
〇
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ご
参
列
を
頂
き
、
豊
年
講
春
季
大
祭
が

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　祭
典
で
は
、舞
女
に
よ
る「
浦
安
の
舞
」

が
奉
奏
さ
れ
、大
神
様
へ
水
の
恵
み
と
五

穀
豊
穣
を
祈
念
し
ま
し
た
。

神楽練習会修了奉告祭

斎主よりのぼり旗を贈呈

「浦安の舞」奉奏

鎮火の儀
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永年月詣り表彰者ご芳名

⑤
鎮
花
祭（
く
す
り
祭
）斎
行

　世
界
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

感
染
症
が
猛
威
を
振
る
う
中
、去
る
四
月

十
五
日
、花
を
鎮
め
る
こ
と
で
疫
病
を
治

め
る
祭
「
鎮
花
祭
」が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　祭
典
で
は
御
神
前
に
桜
の
花
が
供
え

ら
れ
、舞
女
に
よ
る
神
楽
舞
が
奉
奏
さ
れ
、

疫
病
の
速
や
か
な
終
息
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　本
年
も
白
山
市
・
金
沢
市
内
の
薬
局

か
ら
数
多
く
の
医
薬
品
、消
毒
液
、衛
生

用
品
の
奉
納
を
頂
き
、祭
典
終
了
後
、老

人
福
祉
施
設
や
養
護
施
設
に
寄
贈
い
た

し
ま
し
た
。

　鎮
花
祭
に
ち
な
ん
だ
限
定
百
組
の「
無

病
息
災
疫
病
除
御
幣
」
や
四
月
一日
よ
り

こ
の
時
期
の
み
頒
布
の
「
さ
く
ら
守
」
は
、

今
年
も
好
評
で
あ
り
ま
し
た
。

くすり祭　協賛店名

白山市
● ㈱コメヤ薬局
● 自然薬舗なおみや
● 薬草館きのした
● 井口まつだ薬局
● ㈱みかわ薬局

金沢市
● ㈱トモコメディカルエージェンシー

　例年開催されております崇敬者のつどい・加賀一ノ宮敬神婦人会 5 月総
会並びに記念講演は昨今の新型感染症拡大防止の観点により中止とさせ
ていただきます。尚、永年月詣り表彰者の方々の表彰状、記念品は 6 月 1 日
以降にご祈祷受付にてお渡し致しますのでご了承下さい。

第 66 回崇敬者のつどい
加賀一ノ宮敬神婦人会 5 月総会
中止のお知らせ

桜の花をお供え

神楽「剣の舞」奉奏

70 年表彰
●金沢市黒田	 大崎　政昭
●金沢市二口町	
	 加藤晧陽堂	 加藤　晴彦
●小松市本江町	
	 小松水産㈱	 福島統一郎
●小松市大川町	 福島統一郎

60年表彰
●金沢市松村町	 川島　正夫
●金沢市長町	 村　　国生

50年表彰
●金沢市松村町	 柄崎　清孝
●金沢市長坂台	
	 なかやま呉服	 中山　隆則
●金沢市東山	 正木　智雄
●金沢市野町	
	 ㈱金沢楽器	 吉田外美子

40年表彰
●金沢市横川	 飯山　輝雄
●能美市寺井町	 多賀　　裕
●金沢市香林坊	
	 ㈱大和	 岡本　志郎
●金沢市三十苅町	 竹田茂外美
●南砺市福光味噌屋町	 前田　長生
●能美郡川北町壱ツ屋	
	 辰口自動車販売㈱	 室谷　真一
●白山市松本町	
	 ㈲明清建設	 林　　敏男

●白山市河内町福岡	 森下　　繁
●能美市山口町	
	 ㈱森林自工	 森林　　煕
●野々市市新庄
	 メモリーフォトヤマザキ	 山崎　幸宏
●金沢市横山町	 吉野　　隆

30年表彰
●白山市三宮町	
	 くろゆりの里	 武　外喜男
●金沢市伏見台	 千田　慎一
●能美市北市町	
	 東レ建設㈱	 住谷　豊春
●能美市大成町	 中村　伸一
●金沢市伏見台	 橋浦　宗一
●金沢市石引	 吉野　　隆

20年表彰
●能美市寺井町	 浅田　金孝
●小松市島田町	 北市　　誠
●能美市佐野町	
●九谷吉臣窯	 徳田　吉臣
●金沢市中橋町	
	 ㈲フラワー組村	フラワーくみ　組村康子
●白山市白山町	 建部　守恒
●金沢市西念	
	 ㈲兼六蒲鉾	 谷内　　浩
●白山市白山町	 高木　文麿
●白山市成町	
	 西内工務店㈱	 西内　一博
●白山市藤木町	 細川久米夫

●金沢市湊	
	 加賀木材㈱	 増江　博夫
●金沢市松島	 宮階　禮行
●金沢市泉野	 薮田　洸美
●白山市白峰	
	 ㈱山下ミツ商店	 山下　浩希
●白山市村井町	
	 米光自動車商会	 米光　　勉

10年表彰
●金沢市新保本	 浅井　長秀
●金沢市泉ヶ丘	 石川　　滋
●船橋市坪井東	 一丸　義和
●金沢市みどり	 梅基千恵子
●名古屋市千種区見附町	 神取　祥和
●金沢市木越	 畔田　和夫
●金沢市材木町	 白川　和彦
●金沢市泉本町	
	 高桑美術印刷㈱	 高桑　秀治
●金沢市本町	
	 ㈱花みやび佳	 天光　瑞恵
●港区南青山	
	 ㈱明治美術	 野田　和世
●白山市八幡町	
	 ㈲ツトム管工	 能村　大介
●金沢市北安江	
	 ㈱ビー・ジャパン商事	 吉島　端曙
●白山市福増町	
	 ㈱フジイチ	 藤田　一熾
●白山市藤木町	 細川　　斉
●白山市村井町	
	 アーン美容室	 宮前千津子
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　石川県議会では超党派の議員提案にて「県
主要農産物種子条例」が制定されました。
　令和 2 年 3月23日の本会議にて全会一致に
より可決・成立し、同年 3月26日に公布・施行
されました。この条例では種子の原種の生産、人
材育成、財源の確保を県の責務として行うことと
しています。
　平成 29 年に国は「主要農産物種子法」いわ
ゆる「種子法」を廃止し主要農産物（米、麦、大
豆）の種子の開発、供給に民間の参入を促すこ
ととなりました。
　そもそも種子法では「・国家が管理した種子
を安定的に供給し、食料の安定供給を確立する。
・種子の開発、育成、改良に必要な莫大な資金
を国家の関与により政策として行える。・種子の
生産を都道府県が行うため、その土地にあった
品種を生産できる。」といった、農業の根幹である
部分を昭和27年の制定以来守り続けて来ていま
したが廃止により民間の参入がしやすくなった反
面、都道府県の財政状況によっては種子の安定
供給が困難となり、安い外国産や将来的には遺
伝子組み換えの種子等を使用せざるを得なくなり、
品質、生産量の低下につながってしまう恐れがあ
ります。
　また、一部の企業の寡占により、「種の集中
支配」を招き種子価格の高騰を招きかねない等、
様々な問題を抱えており、そのため各地の自治体
でも、従来の種子法に準ずる「種子条例」を制定
し、種子の育成、開発、また従来の主要農産物
に加えて蕎麦などのそれぞれの地域に見合った
作物の生産を奨励するなど地域の農業を自分達
で守っていく体制が作られようとしています。
　種子法廃止の背景には「国、都道府県が民間

企業の参入を阻害している」という理由の他に海
外企業の参入をしやすくするという面があります。
　平成 28 年頃に取り沙汰されたTPP 等のグ
ローバル化の流れにも起因しているともいえます。
　反面、アメリカやカナダでは自国産の小麦の種
子農家の保護政策を進めるなど種子法廃止は
世界の流れに反するという側面も持ち合わせてい
ます。
　また、都道府県に対しては廃止後も種子生産
に予算が確保されるよう付帯決議が採択されるな
ど行政に対しては種子生産を促してはいますが、
この根拠となった法律が廃止になっている以上、
安定性があるとは言えない状況となっています。
　また政府は種子の開発元の権利を守る「種苗
法」を改正し、日本企業の種子を保護する方針を
示していますが、農家が作物の一部を採取して繰
り返し育てる「自家増殖」を原則禁じるなど、農
家の権利や地域に即した在来種を守る視点にか
けるとの見方もあります。
　食物の安定生産は我々の命の根幹に関わる
問題でもあります。
　自分の口にするものに対してこれまで以上に関
心を持つことが重要です。
　　　　　　　　　　　　　記 : 上田健太郎

コ ラ ム
Co l umn

～種を守ること～

イセヒカリの忌種
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社殿

夏越の大祓

【群馬県】

白山比咩神社
（161）

　大祓は、年に二度行われ、半年の間についた罪
穢れを人形に移して祓い去り、清浄潔白ならんこと
を目的とするもので、古来より行われてきた伝統的
神事です。
　日頃の生活の中で、知らず知らずのうちに犯した
罪穢れや不正・不純なものを神々の御力によって
祓い清め、過去の罪を除くというだけの消極的なも
のではなく、心も体も一新し、生まれ変わった清浄
なすがすがしい本来の誠に立ち還り、新しい生活
を力強く育んでいくというものであります。
　当社の夏越大祓では、大祓詞を奏上し、人形な
どを用いて身や心についた罪穢れを祓い、茅を束
ねた茅の輪を「白山の夏越の祓する人は千歳の命
延ぶというなり」と唱えながら三度くぐります。

夏越大祓のご案内

本年は職員のみで斎行致します。当日までに持参または郵送にてお申し込み下さい。
今回新たに郵送ご希望の方は、神社大祓係までお問い合わせ下さい。　

TEL. ０７６ー２７２ー０６８０

＊日時 6 月 30 日（土）午後 4 時斎行（予定）

＊場所 神社向拝前庭
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）

写生大会のご案内　第71回写生大会作品募集
昭和 25 年より郷土文化の向上及び図工・美術教育の振興に資する目的を以て、毎年神社境内を中心に、
開催しております。また、私たちのふるさとの山「霊峰白山」皆さんのお住まいから見える白山の雄姿
を思い思いに描いてみませんか。

■募集期間 4 月 25 日（土）～ 8 月 30 日（日）　（最終日は正午まで）
■対　　象 幼稚園、保育園児、小中学生
■題　　材 白山比咩神社境内及び付近一帯（樹木公園・パーク獅子吼・スカイ獅子吼・古宮公園・
  舟岡山など）、白山遠望（場所指定なし）
■用　　紙 5 ツ切　※神社にて準備
■画　　材 クレヨン・水彩絵の具など自由 　※画板・絵の具セット貸出有
■応募点数	 一人 3 点まで（春・夏・秋それぞれ１点ずつ）

＊本年は感染症拡大防止のためカメラ等で収めた画像を参考に描いた作品でのご参加でも構いません。
　また境内にて写生の場合は、充分健康にご留意頂き、ご参加ください。

5 月・6 月は感染症拡大防止のため中止と致します白山茶会のご案内

5月
  5 日　	午後 6時	 春季神御衣祭
  6 日　	午前 10時	 例大祭
　　　	 午後 3時	 夕御饌祭
14 日　	午前 10時	 大国主社常例祭
15 日　	午前 9時半	 交通安全
	 	 諸車修祓神祠常例祭
17 日　	午前 11時	 御田植祭
28 日　	午前 11時	 水戸明神春祭

昇殿参拝とみそぎ体験のご案内
本年度も白山市観光連盟主催の禊体験ツアーを実施しています。
禊体験は、清らかな白山伏流水の中で霊峰への感謝の思いをはせる
人気のツアーです。

◆祝祭日には国旗を掲げましょうー
5月3日（憲法記念日）／	4日（みどりの日）	／5日（こどもの日）

6月
  3 日	 午前 10時	 高日・日吉社常例祭
  6 日	 午前 11時	 御贄講大祭
18 日	 午前 10時	 古遷座祭・敬老祭
30 日　	午前 10時	 住吉社常例祭
　　　　未定	 夏越大祓

毎月
おついたちまいり　午前4時半より祈祷奉仕
1 日・15 日　午前10時　月次祭
　　　15 日　交通安全祈願祭

■時間　 13 時 10 分～ 15 時 45 分
■料金 　 3,000 円／人　 別途、装束の料金が必要（お持ちでない方）
 　　　　 男性ふんどし 1,500 円　　 女性白衣 7,000 円

《お申し込み・お問い合わせ》
（一社）白山市観光連盟　電話 076-259-5893

■日程 5 月 31 日 （日）     6 月 14 日 （日） ・ 21 日 （日）
 7 月 5 日 （日）・ 25 日 （土） 8 月 8 日 （土） ・ 30 日 （日）  
 9 月 12 日 （土）・ 19 日 （土） 10 月 3  日 （土） ・ 18 日 （日）  
 11 月 3 日 （火祝） ・ 14 日（土）

辞　令
■退任
願いにより舞女を免ずる
舞女　出口　香美
（3月 31 日付白山比咩神社）

■新任
舞女を命ずる
舞女見習　中村　璃乃
（3 月 1 日付白山比咩神社）

舞女見習を命ずる
松林　菜美
持田　　菫
（4 月 1 日付白山比咩神社）

感染症拡大防止による行事の有無に関しましては、HP等で随時お知らせして参ります。
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